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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本心理学会、日本心理臨床学会、日本発達学会、日本教育心理学会、関西心理
学会、滋賀県臨床心理士会、日本人間性心理学会

学校不適応行動に対するスクールカウンセリングの効果的な活動の研究、各発達
段階における危機的状態へのカウンセリングの研究、心理療法におけるフォーカ
シング指向体験療法の研究

京都大学大学院教育研究科教育方法学専攻博士課程単位取得満期退学

教育学修士

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

発達臨床心理学

スクールカウンセリングのスーパーヴァイザーとして不登校、発達障害、緊急支援について研
究をしており、今年度は、特に保護者支援や犯罪被害者支援のカウンセリングの在り方や、
フォーカシング指向体験療法について研究を広げてきた。

地域支援ボランティア研究会を院生、学生、外部研究員とともに計画し、内外の研究者と交流
を行った。その活動報告を、「平成20年度地域臨床ボランティア研究会報告書第3号」にまとめ
た。大学の講義、演習、実習の延長線上としてボランティア活動が心理臨床の教育に意味を持
つことを報告書は再認識させるものである。今年度も研究会を6回実施し、大学のカリキュラム
外ではあるが、実践的教育を推進した。

奈良県情報公開審査委員、奈良県青少年問題協議会委員健全育成部会長、滋賀県スクールカウ
ンセラー配置事業連絡協議会委員、滋賀県臨床心理士会会長、奈良大学心理学講座講演、斑鳩
町教育講演、滋賀県教員10年目教育相談研修、滋賀県犯罪被害者カウンセラー、ＮＰＯおうみ
犯罪被害者支援センター電話相談員研修、社会福祉法人青谷学園苦情解決第3者委員、堺女性大
学人権教育講演

学生部長、学生指導委員長、就職委員、人権委員長、国際交流委員、学生相談運営委員長セク
ハラ相談員、ストリート・ダンスサークル顧問、
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② ボランティア活動
の意義
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学校臨床心理士に
求められる地域臨
床の視点に関する
研究（１）ー緊急
支援におけるＰＴ
ＳDの変化の要因

①

大学コミュニティ
における学生相談
の連携を守秘義
務ーさらに学生相
談を充実するため
の一考察ー

学校臨床心理士に
求められる地域臨
床の視点ー特に多
様な危機介入にお
ける社会的支援の
在り方ー

学生相談におおける守秘義務と
連携について論じたものであ
る。（Ｐ１９－２５）

ボランティア活動は自主性、自
発性を尊重した活動であり、学
生時代のボランティアの意義を
考察し地域との連携の重要性を
指摘したものである。

幼稚園から高校まで、いじめや
虐待、発達障害などの状況への
支援の在り方についてシンポジ
ウムを企画し、指定討論を行っ
たものである。

教師の自殺による緊急支援にお
いて、直後と4カ月後の出来事イ
ンパクト尺度の変化、ＰＴＳＤ
の要因について実証的研究をし
たものである。（ｐ１－８）

犯罪被害者支援を推進するため
にコーディネーターとしてシン
ポジウムを開催し、今後の犯罪
防止や心理的ケアについて方向
性を示唆したものである。（ｐ
２２５－２４１）

概　　　　　　　要

（その他）

（学会発表）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

奈良大学大学院研究
年報

平成20年9月

奈良大学学生相談室
報告書

奈良大学地域臨床ボ
ランティア研究会報
告書

平成21年3月

平成21年3月

日本心理臨床学会第
27大会（筑波学院大
学）

内閣府犯罪被害者等
施策推進室

平成20年11月

平成20年9月


